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災害に向き合う看護師
の想いと⼼構え

東北福祉⼤学 健康科学部医療経営管理学科

太⽥晴美

災害看護⼈材育成︓課題

1.⼼理的影響
「⾃分には起こらない」「⾃分だけは⼤丈夫」という考え

2.災害医療は特別な看護、急性期の対応という認識
3.⽇常看護のスキル向上との違い
4.費⽤
予防のコストは災害被害額の1/10以下と⾔われている
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災害看護実践
想像（imaginat）
創造（creation）

災害看護
•急性、慢性、予防活動まで広い範囲
•妊産褥婦、⼩児、成⼈、⽼年すべての⼈が対象
•発⽣時期（季）、地域、種類による差
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基礎知識
技術

⽣活知恵
体験

⽇常と災害をつなぐ看護実践のために
• その地域・⼈の⽣活をどのくらい想うことができるか
（想像︓imagination）

• 限られた資源を，どのように活⽤するか（創造:creation）
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 ⽇頃も重要だが、災害時はより求められる。災害
と⽇常を分離せず，想像・創造的に看護する

 学修と経験と，個⼈の価値が連動することで⽇常
から災害時に有効な⼒を養える

まさに「看護はアートである」
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災害看護への動機づけ
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ヒューマニズム

チャレンジ精神

看護に魅力
（看護が好き）

災害現場活動
への渇望

現場活動したい

災害看護キャリア
自負・使命感

役割・期待・評価

災害看護発展への期
待人との関わり

上司・同僚の支援
家族からの支援

尊敬する人との出会い

災害看護に
関する場と機会

地域特殊性

被災・支援経験

個人の思い・体験 地域・現場志向 災害への思い

経営論集2016 第14号 pp46 改変

医療機関のBusiness continuity Plan (BCP)

• 切れ⽬なく医療の継続が必要
• 東⽇本⼤震災以降BCP策定求められる
• 物だけではなく⼈、⼼構えという備えを重視

6発災・急性期の対応

慢性期・復旧復興期の対応

備え︓システム、⼈、物、⼼構え

優れたシステムを整えても、使うのは⼈
使う⼈が“どのように使うか”が有事の時

ほど⼤事になる
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⽇々の看護実践の中で災害時にも有効な（使える）⼒
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コミュニ
ケーション

安全
環境整備
危機管理

看護技術
アセスメント

チーム医療
リーダー

メンバーシップ情報
収集・伝達・
共有・表現⼒

⾃⼰管理
精神・⾝体

⽇頃の看護⼒が⼤切

救援者は隠れた被災者①

•惨事ストレス（critical incident stress）
悲惨な光景、助けを求める⼈に応えられない罪

悪感、無⼒感、体験したことのない出来事、トリ
アージの重責、恐怖感など
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救援者は隠れた被災者②
孤⽴感︓成果が上がらない、虚しさ、専⾨家として叱咤される。
枯渇︓被災者の激しい感情、苦痛、罵声、怒りを向けられる。
⼀⽅的な感情の供給︓被災者から多くの話を聞く。
葛藤︓達成感が得られない。限界、無⼒感、罪悪感、使命感と
現実のギャップ。

救援者（派遣者）の⾃⼰管理
•派遣前の準備

・健康状態の確認
・感情をありのまま受け⼊れる
・留守中のことを依頼

•活動中
・リラックス
・寛容に

•帰還後の⽇常⽣活への復帰
・⾃分に⾔い聞かせる
・お互いの苦労を認め合う（家庭・職場）
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（内部・外部）救援者

• 『⼈を救いたい（救わなければならない）』使命感と専⾨
職のプロフェッショナリズムにより、懸命に（時として休
みなく）対応する。

• 災害急性期を乗り越えると、⾃責の念・無念さ等、こころ
に空洞ができ職業継続が困難になることがある。

11

• 復旧状況と、こころの復興は⼀致しない
• 事前教育と⻑期的なサポートが⼤切

後⽅⽀援が重要
• 被災地に派遣された⼈だけが重要ではない
• 帰ってきたときに、どのように迎えるか
• 残った⼈たちは、勤務を変わって埋めている

間接的に支援している

「行かなくても支援している」と思える組織を作る。
後方支援こそが大事！
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認知症患者が直⾯する主なリスク

環境変化への脆弱性
環境変化に適応困難、不安・混乱を引
き起こす
徘徊と転倒リスク

健康管理の困難（⾝体・精神）

平常時×災害時 認知症ケア
⼤事に実践

しているケア
• 忘れてしまっても何度も同じ

ことを伝える
• 怒らない
• ⼤きな声を出さない

⼤事にしていて
もできなかった

葛藤・後悔

他の⼈に⾔えない
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⽇常看護
災害看護

• 組織で活かす仕組みづくりが必要

災害看護が特別ではなく⽇常看護実践能⼒を磨く
重要性に気づく

⾃分にも関係がある（できることがある）と捉える
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真の復興︓安全・安⼼
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安全
基準・数値

安⼼
信頼・こころ

Face to Faceのかかわり
看護⼒を発揮する
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ご清聴ありがとうございました


